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お兄さんお姉さんが大学生の方。その受験常識ではもは

や通用しません。 

令和の大学受験は、親世代の常識が通用しない「情報

戦」へと変貌しています。そして、年々変化をし続けて

います。現在、大学入学者の約半数が総合型・学校推薦

型選抜で進学しており、「一般選抜が王道」という考え方は過去のものとなりました。 

現代の受験において合否の鍵を握るのは、単なる偏差値ではなく、大学が求めるアドミ

ッション・ポリシーとの「マッチング」です。一般選抜であっても大学ごとに問題傾向が

大きく異なり、「どの大学でも同じ勉強をしていれば対応できる」という幻想は通用しませ

ん。論述力を重視する大学や細かな知識を問う大学など、求められる力は根本的に異なり

ます。どちらの試験を受けるにしても大学についての研究が必須となっています。 

さて、王道ではなくなった一般試験を捨ててよいのかというと、もちろんそうではあり

ません。理系大学では、依然として一般選抜の傾向は強く、総合型選抜であっても学力試

験を課される場合があります。さらに、忘れてはならないこととして、総合型選抜で必ず

合格を得られるわけではありません。 

このような状況下で、令和の受験生は総合型選抜と一般選抜の対策を同時並行で進める

という大きな課題を抱えています。総合型選抜の本番は高 3 の 9 月から 11 月に行われる

ため、その準備に時間を取られて一般選抜向けの基礎が崩れてしまう、「どっちつかず」の

状態に陥る危険性があるのです。 

したがって、受験の勝敗を左右するのは、高 1・高 2 の早い段階から正確な情報を手に

入れ、それを戦略に活かせるかどうかです。公式の募集要項などを比較して方向性を固め、

カレンダーを見据えた逆算型の学習計画を立てて準備を進めることが、合格への確実な一

歩となります。Ev特は、中学生から相談にのります。お気軽にお声がけください。  
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数学ができるようになるために 

「数学ができるようになるために、何をしたらいいですか？」 

Ev特で数学を教えていると、ほぼ毎年、何度も受ける質問です。正直、先生によって答えは割れます

し、「これさえやれば必ず伸びる」という万能薬もありません。ですが、あえて整理して言い切るなら、

数学の伸びを決める力は大きく 3つに分けられます。これらが揃ったら、成績は目に見えて伸び始めま

す。いや。1つ目の力を身につけるだけでも全然違います。 

では、ひとつずつ確認していきましょう。 

1 つ目は計算力。 

これは単に速い、正確という意味だけではありません。面倒な計算から逃げずに最後までやり切る力、

そして途中で工夫してラクにする力の両方です。数学が伸びない生徒の多くは、実は「解法の理解」以前

に、計算の途中で挫折してしまっています。 

解き方は合っていたのに、符号ミス、展開ミス、途中式がぐちゃぐちゃで見直せない。ここで点が落ち

ると、「分かっているのに点にならない」状態が続きます。すると数学が一気に嫌いになる。評定を落とす

足かせだと思い始め、必要以上に避ける。こうして悪循環が完成します。だから計算力は軽視できません。

計算は地味ですが、数学の得点を支える骨格です。 

 

2 つ目は知識力。 

定義・定理・公式を覚えているか、という話にとどまりません。重要なのは「型」を持っているかどう

かです。基本問題、いわゆる定石問題の解法をどれだけストックしているか。「この形は見たことがある」

「この条件ならあの発想だ」と結びつけられるか。 

数学が得意な生徒は、ひらめきで解いているように見えて、実際は経験のデータベースをもとに解き始

めているのです。新しい問題に見えても、要素に分解して「知っている型」に落とし込む。ここができる

ほど、解くスピードも安定感も上がります。逆に、パターンの知識が乏しいままだと毎回ゼロから考える

ことになり、時間も気力も削られます。「数学は暗記である」というと数学界隈では怒られますが、典型問

題は間違いなく覚えるくらいやりこまなければなりません。 

 

3 つ目が試行力（思考力）です。 

これは「とりあえず手を動かす力」と言い換えてもいいです。式を変形してみる。具体的な値を入れて

みる。図を描いてみる。条件を整理してみる。いつも見ている形に寄せるために、何をいじればいいか試

す。 

ここで厄介なのは、最近は動画やパワーポイントを用いた美しい授業に慣れている生徒ほど、「分かっ

た気」になりやすいことです。授業中は理解したつもりになる。でも自分でアウトプットしない。すると

問題を解く場面で、試すことすらしなくなる傾向が出ます。見たことのない問題から逃げる。あるいは、

問題を眺めているだけで解法が降ってくるのを待つ。しかし数学は、待っていても何も起きません。試行

して初めて思考が働きます。手を動かさない限り、解けるようにはなりません。 

 

ここまで読むと、「結局、全部大事じゃないか」と思うはずです。その通りです。ただし順番がありま

す。多くの生徒が失敗するのは、思考力だけを求めて基礎を飛ばしたり、逆に知識だけ貯め込んで試行し

なかったりすることです。3つの力はセットで効きます。 

計算力があるから最後まで到達できる。知識力があるから型に落とせる。試行力があるから未知の問題

にも踏み込める。1つでも欠けると、どこかで成績の向上が止まってしまいます。 

そしてこの 3つの力は、数学だけの話ではありません。大学入試の共通テストはまさに「知識を前提に、

資料を読み、状況を整理し、試行して解を作る」試験です。理系科目はもちろん、英語や国語、社会でも

本質は同じです。違うのは道具で、数学なら計算力、英語や国語なら語彙力、という形で現れます。 

 

数学を伸ばしたいなら、「授業が分かった」で満足するのをやめてください。伸びるかどうかは、勉強時

間の長さよりも、次の 3つをどれだけこなしているかで決まります。 

①計算を最後までやり切る ②基本の型を増やす ③見たことのない問題でもまず試す 

この 3点を意識して学習のやり方を組み替えた生徒は、遅かれ早かれ必ず伸びます。高校までの数学が得

意になる人は、才能が違うのではなく、その方法だと思います。                斎藤  
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Evening 特別講座 ６・７月スケジュール 

【カレンダー表記】 

丸数字：１学期授業実施回 休校：休業ですが、振替授業・補習は教室等で実施いたします。 

休講：営業しておりますが、振替授業・補習のみ実施いたします。 

プライベート：営業しておりますが、プライベート講座および振替授業・補習のみ実施いたします。 

※ 通常のクラス講座は月間 3回実施します。プライベート講座は休・祝日を除き実施いたします。 

 下記に関わらず振替・補習等を実施することがあります。各講座担当者までご確認ください。 

※ 状況に応じて日程が変更となる恐れがあります。最新の情報を優先してください。 
 

  

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 
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休校 ⑤ ⑤ ⑤  
 

⑥ 

 
 
⑥ 

 
 
⑥ 

24 25 26 27 28 29 30

休校  
 
⑥ 

 
 
⑥ 
【高Ⅰ中３振替】 

 
 
⑥ 
【高Ⅰ中３振替】 

 
 
⑦ 
【高Ⅰ中３振替】 

 
 

⑦ 
【高Ⅰ中３振替】 

⑦ 
中 3 は学校振

休ですが、英検

な ど の 授 業

「有」です。 

5/31 6/1 ２  ３  ４  ５ ６ 

 ⑦ 
 
⑦ 

 
⑦ 

 
⑧ 

 
⑧ 

 

⑧ 

７ ８ ９ 10 11 12 13 

休校 
 
⑧ 

 
⑧ 

 
⑧ 

 
⑨ 

 
⑨ 

 

⑨ 

14 15 16 17 学校休校 18 19 20 

休校 ⑨ 
 
⑨ 休校 ⑩ ⑩ ⑩ 

21 22 23 24 25 26 27 

休校 ⑩ ⑩ ⑨ ⑪ ⑪ ⑪ 

28 29中高体育祭 30 学校休校 7/1 ２ ３ ４ 

休校 
 
休講 休講 ⑩ ⑫ ⑫ ⑫ 

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 学校休校 

 
休校 ⑪ ⑪ ⑪ 予備日 予備日 予備日 

12 13 14 15 16 17 18 

休校 ⑫中２高尾山 ⑫ 
答案返却 
⑫Ev特最終日 予備日 予備日 

 
 
終業式 

19 20 21 22 23 24 25 

休校 
海の日 
休校 

 

    

中間考査（中３、高Ⅰ） 

中間考査（中３、高Ⅰ以外） 中間考査（中３、高Ⅰ） 

期末考査 

夏期合宿 

夏期学校（中２） 

Ev特夏期講習Ⅰ期 

サマーセミナー（中３～高３） 
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大学受験スケジュール感 
 

 
 

2026年度入試合格実績（2026年 3月 31日時点）  

総合型選抜  学校推薦 

 

国際基督教大学（教養学部） 人間総合科学大学（人間科学部） 東京農業大学（農学部） 

桜美林大学（教育探究科学群） 日本大学（文理学部）   

お申込み・お問い合わせ はこちらまで 
聖学院公認放課後講座 Evening特別講座教務運営事務局 

住所  ：東京都北区中里 2-6-1愛恵ビル 10B 

営業時間：13：00-20：00 

TEL/FAX：03-5980-7847 

WEB   ：http://www.especialseminar.com/ 

e-mail  ：evening.special.seminar@gmail.com 

※右の QR コードよりぜひ LINEにご登録ください。 


